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　人ロの動き
一5月1日現在
男4，095（一6）
女4，191（＋3）
言十　　　　8，286　（一　3）

世帯数2，297（＋7）

　（）は前月比較
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名
前
を
呼
ば
れ
て

元
気
に
「
ハ
イ
！
」

仙田小学校／新入生6名

”
う
れ
し
は
ず
か
し
”

視
線
を
ひ
と
り
じ
め

橘小学校／新入生19名

6
年
生
に
手
を
引
か
れ
て

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
入
場

上野小学校／新入生13名

“
み
つ
め
る
ま
な
ざ
し
”
は

真
剣
そ
の
も
の

千手小学校／新入生38名

二
年
生
に
な
つ
た
ら
」
を

力
い
っ
ぱ
い
合
唱

川西中学校／新入生84名

7
諭
卜
微
謬

各四．．
学月
校五認i美伽・鏡五郎・西万裕之を迎え・バツクバi
と日
媒iiiンドは三原綱木とザ●コーブリードといi

　レ　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特・器iう豪華な顔ぶれとなりました・　　i
驕iiiNHK新潟放送局の與芝由三栄アナウンi

　　　　生の・・：　　　　　　　　　　　　　　　：　　．．　iサーのさわやかな司会進行も相まって、会iカ、！」、　●●　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

し中　器　i場を埋めた約800人の観衆はk春の夜の歌i

た学器3　　　　　　　　　　　　　3
演校器iの宴に酔いしれていました。　　　　i
出で・・、　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

で一．．
新斉器
入に器！●●●…………●●………●……●”●●●●●●…………●●●…●、

生入3：i　－C・ntentS一目　》欠一C・ntentS－　i

を学・・i　　　　　　　　　　　　　i
迎式器i　………………P2・・……………・　i
えが認i　　　　　　　　　　　i入行　器　i　ゆ表紙の写真／目次／フオト散歩　　　　i

塵わ：3i　　　　　　　　　i　れ●●　：　　………………P3………………　　3

初ま器i　　　　　　　　　　　i
々し　認　1　⇒特集くもう外では火が燃やせない！？＞i

した器i　　　　　　　　　　　　　　i
　o　●●　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
い
新
入
生
も
個
性
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

1　　　命表紆の写真Φ　　　1
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　4月27日（金）夜、総合体育館で、N　H　K　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iラジオ公開番組「ひるの散歩道」の公開録i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i音が行われました。　　　　　　　　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　川西町誕生45周年と、N　H　K新潟放送局i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i開局70周年を記念して開催されたこの催しi
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iは、ゲストとして歌手の牧村三枝子、神野i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

・・・・・・・・・・・・…　P4～7・・・・・・・・・・・・…

→＞成人おめでとう！（成人式の模様）

・・・・・・・・・・・・…　P8～9・・・・・・・・・・・・…

ゆ一topics一まちの話題

………………P10………………

ゆ行政改革大綱／ズームアップ役場

………………P11………………

ゆおらムラの話（新連載）

……………P12～13……………

　⇒干手温泉／生涯学習だより／お知らせi

　………………P14………………

　ゆ里創プラン通信／イベント大賞受賞

　………………P15………………

　⇒善意／俳壇／＜らしとけんこう　ほかi

　……　…………　P16…　……　………

　ゆ戸籍の窓／ちいさな展覧会　ほか

●●鱒●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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廃
棄
物
と
は
？

Q
．
廃
棄
物
処
理
法
の
「
廃
棄
物
」

と
は
、
そ
も
そ
も
ど
う
い
う
も
の
を
指

す
の
で
す
か
？

A
．
廃
棄
物
と
は
、
　
「
不
要
に
な
っ
た

も
の
す
べ
て
」
つ
ま
り
、
産
業
廃
棄
物

は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
ゴ
ミ
や
建
材
く
ず

な
ど
の
ほ
か
、
木
の
枝
や
稲
わ
ら
、
農

業
資
材
、
農
作
物
の
枯
れ
茎
な
ど
も
含

ま
れ
ま
丈

何
が
燃
や
せ
な
い
の
？

Q
．
今
回
の
改
正
で
何
が
決
め
ら
れ
た

の
で
す
か
？

A
．
廃
棄
物
を
野
焼
き
す
る
こ
と
が
原

則
的
に
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
今
ま
で
ド
ラ
ム
缶
や
家
庭

用
焼
却
炉
で
ゴ
ミ
を
燃
や
し
て
い
た
り
、

外
で
ま
と
め
て
燃
や
し
て
い
た
り
し
た

も
の
は
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。

Q
．
燃
や
し
て
も
い
い
焼
却
炉
は
な
い

ん
で
す
か
？

A
．
環
境
省
令
で
定
め
る
厳
し
い
基
準

に
適
合
し
た
構
造
の
焼
却
炉
で
あ
れ
ば

燃
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
今
の
と

こ
ろ
と
て
も
高
価
な
も
の
で
、
一
般
的

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

Q
．
今
ま
で
燃
や
し
て
い
た
も
の
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
？

A
．
土
に
還
る
も
の
は
な
る
べ
く
土
に

還
し
、
で
き
な
い
も
の
や
環
境
汚
染
の

お
そ
れ
が
あ
る
も
の
、
あ
る
い
は
リ
サ

イ
ク
ル
可
能
な
も
の
は
、
分
別
し
て
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
か
、
専
門
業

者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

罰
則
も
厳
し
い
？

Q
．
違
反
す
る
と
罰
せ
ら
れ
る
の
で
す

か
？

A
．
三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
百
万

円
以
下
の
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
罰
則
規
定
よ
り
は
る
か

に
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

伝
統
行
事
の
火
は
消
え
な
い
η

行
事
で
も
だ
め
な
の
？

Q
．
こ
の
あ
た
り
で
は
、
昔
か
ら
火
を

た
く
習
慣
や
行
事
が
多
く
あ
っ
た
の
で

す
が
、
そ
う
い
う
も
の
ま
で
禁
止
に
な

っ
た
の
で
す
か
。

A
．
例
外
と
し
て
、
次
の
場
合
は
野
焼

き
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
河
川
や
ダ
ム
な
ど
公
共
施
設
の
管

　
理
者
に
よ
る
、
そ
の
施
設
の
管
理
の

　
た
め
に
伐
採
し
た
草
木
の
焼
却
。

②
災
害
時
の
木
く
ず
の
焼
却
や
、
凍

　
結
・
霜
害
防
止
の
た
め
の
稲
わ
ら
な

　
ど
の
焼
却
。

③
さ
い
の
神
や
祭
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ

　
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
行
事
で
行
う
た
き

　
火
、
焼
き
芋
づ
く
り
な
ど
に
伴
う
落

　
ち
葉
等
の
焼
却
。

④
農
作
物
の
残
骸
の
焼
却
や
、
く
ん

　
た
ん
焼
き
な
ど
の
焼
却
。

⑤
冬
囲
い
等
の
板
く
ず
や
、
縄
く
ず
、

　
庭
木
の
萸
定
枝
や
落
ち
葉
な
ど
の
軽

　
微
な
焼
却
。

豆
が
ら
は
燃
や
せ
る
？

Q
．
そ
う
す
る
と
、
き
ゅ
う
り
や
な
す
、

芋
、
豆
な
ど
の
茎
や
つ
る
、
杉
葉
な
ど

を
畑
で
燃
や
す
こ
と
は
で
き
る
ん
で
す

ね
？

A
．
そ
う
で
す
。
た
だ
し
、
た
き
火
の

規
模
は
あ
く
ま
で
も
「
軽
微
」
な
も
の

に
限
ら
れ
ま
す
。
な
る
べ
く
な
ら
畑
の

も
の
は
土
に
還
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
畑
で
の
た
き
火
で
は
、
農
作

物
の
残
骸
や
落
ち
葉
に
限
り
ま
す
。

　
マ
ル
チ
シ
ー
ト
な
ど
を
燃
や
す
こ
と

は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
ー
大
気

汚
染
と
同
時
に
、
畑
の
土
が
深
刻
な
汚

染
土
壌
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
マ
ル
チ
シ
ー
ト
は
、
農
協
の
回
収
時

に
引
き
取
つ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
）

Q
．
あ
と
、
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
た

き
火
も
認
め
ら
れ
る
ん
で
す
ね
？

A
．
そ
う
で
す
が
、
他
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
範
囲
で
、
と
い
う
条
件
つ
き
で
す
。

　
ま
た
、
催
事
等
で
た
き
火
を
す
る
場

合
で
、
煙
や
炎
が
大
き
く
な
る
場
合
は
、

所
轄
の
消
防
署
に
「
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ

し
い
煙
ま
た
は
火
災
を
発
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
行
為
の
届
出
」
と
い
う
も
の
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Q
．
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最

後
に
つ
け
加
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
願
い
し
ま
す
。

A
．
今
回
の
法
改
正
は
、
た
だ
単
に
規

制
を
強
化
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

地
球
温
暖
化
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
代
表

さ
れ
る
環
境
汚
染
物
質
の
流
失
問
題
が
、

「
待
っ
た
な
し
」
の
状
態
に
あ
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
丈
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
地
球
人
の
ひ
と
り
と
し
て
、
ご
協
力
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③



3日／総合体育館

職　
今
年
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
、
一
九
八
○
年
（
昭
和
五
五
）
四
月
二
日
か
ら

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
）
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
五
十
九
人
、
女
子
六

十
一
人
、
合
計
百
二
十
人
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、
九
十
二
人
が
成
人
式
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
二
十
年
前
の
同
じ
日
に
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
二
百
五
人
で
し
た
。

　
新
成
人
が
生
ま
れ
た
年
の
町
の
主
な
で
き
ご
と
と
し
て
は
、
町
史
編
さ
ん
事
業
の

ス
タ
ー
ト
、
千
手
小
学
校
体
育
館
の
改
築
、
最
高
積
雪
が
四
二
五
㎝
に
達
し
た
五
六

豪
雪
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
五
月
三
日
の
成
人
式
に
参
加
さ
れ
、
撮
影
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
を
紹
介
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

月
垂

　
　
　
　
黙
灘
懲
懸
韓
麟
難
灘
籍

弍人
馨
繍
　
垂
蕪

鱗
灘
灘

成人を代表してr誓いの言葉」を述べ

る田村潔さん

鰯
墾

鐵

羅
欄

成人を代表して小海教育長（左〉から

記念品を受け取る中島瞳さん

13．5．10④



遡圏．堕薗

難　灘

漏

r自分を理解してくれる友を持って」

と新成人を激励

，醐霊嚢窪
櫃

翻霧聾欝

成
人
者
へ
の
は
な
む
け
の
言
葉

　
　
元
　
川
西
中
学
校
学
年
主
任

　
　
　
　
大
津
和
子
さ
ん

色
鮮
や
か
な
振
袖
を
ま
と
い
、

　
今
日
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
し
と
や
か
に

⑤13．5、10



式
を
終
え
、
友
達
同
士
で
写
真
を

　
　
　
　
　
　
撮
り
あ
う
成
人
の
皆
さ
ん

　　　製

嚢

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
ハ
イ
ピ
ー
ス

　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
千
手
地
区

中
島
町

　
〃
　
〃
山
野
田

　
〃

発
電
所
通
り
西

〃

栄
　
町

〃〃〃〃〃〃〃
朝
日
町

　
〃〃〃〃〃

　
〃
四
郎
兼

　
〃
東
善
寺

　
〃
上
　
町

田
中
町

　
〃
美
咲
町

野小野小柳小平平宮南佐平根田齊保保高丸富登茂内丸高高北星中丸
轟護昌鞭業怜鞭雛史藤糠磐巴魏野綴馨藷島坐
子恵規徳光崇秋隆奈子美広樹気保海雪み渉史祐進兵美子士郎子瞳売

神
社
町

学
校
町

　
〃〃〃

寺
　
尾

〃〃
木
　
島

〃〃〃〃
　　　沖
〃〃〃　 〃〃〃

立

伊
　
友

〃〃

高
原
田

　
〃〃〃

坪
　
山

〃

霜
　
条

　
〃

発
電
所
通
り
東

　
　
　
　
⑥

高
橋
鮎
美

　
　
　
　
　
m

相
崎
政
憲
　
臥

高
橋
　
徹
　
3

　
　
　
　
　
1

清
水
美
江

数
藤
千
織

清
水
一
樹

能
代
谷
光
生

清
水
由
喜

清
水
　
優

高
橋
隼
佑

山
岸
大
祐

岩
田
幸
恵

小
林
　
彩

小
林
真
由
美

星
名
　
泉

丸
山
陽
子

相
崎
泰
行

柄
澤
夏
紀

敷
藤
佐
和
子

星
名
陽
子

窪
田
良
人

窪
田
明
香

門
脇
真
佐
美

佐
藤
正
人

田
村
　
潔

柄
澤
千
鶴

村
山
ゆ
か
り

中
林
朝
美

高
橋
幸
江

小
海
絵
理

山
岸
さ
つ
き

尾
身
尚
也



醸

　　　灘繕，．幽懸

置

灘雛繋　望灘嚢
灘
箋

地
区
ご
と
に
写
真
撮
影
。
笑
顔
の
準
備
は
O
K

か
な
？

　
〃
　
春
日
絵
美

南
　
　
台
齋
木
麻
友
美

■
上
野
地
区

上
　
野

〃〃〃〃〃〃〃〃
元
　
町

新
町
新
田

　
〃
　
〃
　
〃

下
平
新
田

三
　
領

小
根
岸

■
橘
地
区

木
　
落

　
〃
　
〃
　
〃
寺
ケ
崎

仁
　
田

〃〃〃〃〃

小
川
拓
郎

星
名
淳
二

宮
澤
宏
明

佐
藤
由
梨

清
水
彩
子

清
水
抄
子

高
橋
三
代
子

富
井
絵
理

渡
貰
智
子

田
畑
正
樹

渡
貫
陽
介

井
川
麻
沙
子

桑
原
裕
美

渡
貰
靖
子

村
山
広
明

高
橋
智
之

小
海
政
裕

田
口
陽
介

田
口
沙
織

田
中
　
藍

星
名
高
子

高
津
礼
子

戸
田
和
樹

秦
野
勝
義

秦
野
慎
也

藤
巻
恵
太

水
落
亜
耶

山
口
ゆ
か
り

野
　
口

〃〃〃〃
原
　
田

〃〃
下
　
原

大
久
保
喜
弘

野
澤
貴
宏

村
越
祐
介

五
十
嵐
佳
奈
子

須
藤
輝
美

池
竹
崇
太

高
橋
理
貴

丸
山
秀
昭

田
中
千
秋

■
仙
田
地
区

中
仙
田

　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
室
　
島

〃

赤
　
谷

〃〃
岩
　
瀬

大
白
倉

小
林
達
也

小
林
伸
彦

小
林
宣
昌

高
橋
英
宏

富
澤
　
元

南
雲
　
貢

小
林
は
る
か

小
林
　
優

渡
辺
由
子

小
林
理
恵

南
雲
由
香

樋
口
裕
美

茂
野
　
晃

高
野
　
将

高
橋
　
新

庭
野
紀
子

長
谷
川
美
幸

登
坂
大
悟

中
村
光
宏
0

　
　
　
　
1

　
　
　
　
5

　
　
　
　
1
3

　
　
　
　
⑳



光の館に喜有の元気人が篇合」

　4月13日（金）・光の館（中子台地）が熱く輝いていました・　　　　　　　　　　　1，．，、、　　　”…灘　

　第1回大地の芸術祭が終わって半年が経ち、そろそろ第2回の芸術祭を難雛麟　　懸，P・，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・翻　　’　　　　　　　・『　　　導
この会象発起人のひと児松代町からのある参力0者1よ「芸術祭の『芸’、贈騨、譲，欝瀦

術嬉議δ冊菊からわけがわからなくなってしまう・われわ帷民は・単　・・欄、，、，寒．・翔
純に云術といっみこしのある『祭』ととらえた万がわかりやすい。」と持　　　　　　．　　含
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　夜おそくまで活発な息見が交わされました
論を展開。そして、　「第2回を成功させるためには、広域6市町村の住民

が、きちんとつながって行動を起こしていかなければならない。」と熱っぽく参加者と語り合っていました。

　ところで今回の集まりは、ひとり一品持ち寄りで、ちょっとした郷士料理パーティのような趣がありましたが、開

け放った夜空の幻想的な世界と、光のお風呂も体験できるとあって、参加者からはとても好評のようでした。

　rこういう使い方もできる、ということを知ってほしかった」という参加者のひとりは、思惑どおりの参加者の反

応に満足そうに笑っていました。

TOPICSまちの話題TOPICSTOPICSまちの詣題TOPICS

ジ
や
ズ
ナ
イ
ト
で
冒
を
呼
∬

　
四
月
七
日
（
金
）
夜
、
総
合
セ
ン
タ

ー
か
5
、
魅
惑
的
な
ジ
や
ズ
サ
ウ
ン
ド

が
流
れ
出
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
住
民
有
志
の
企
画
に
よ
る
ジ
ャ

ズ
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
内
外
か
ら
約
六

十
人
の
観
客
が
訪
れ
、
都
会
的
な
ジ
ャ

ズ
サ
ウ
ン
ド
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
カ
ク
テ
ル
バ
ー
も
設
け

ら
れ
、
一
週
間
猛
特
訓
し
た
と
い
う
地

元
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の
腕
前
に
酔
い
し
れ

て
い
た
ひ
と
も
い
た
と
か
…
。

　
企
画
し
た
奥
平
百
く
一
・
さ
ん
（
光
の
館

運
営
ス
タ
ッ
フ
）
は
、
　
「
自
分
の
思
い

つ
き
に
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
後
押

し
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
い
仲
間

づ
く
り
の
場
を
つ
く
つ
て
い
き
た
い
で

す
。
」
と
、
早
く
も
次
回
の
企
画
を
練

っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

この日は総合センターがジャズホールに変身

新局舎はゆったりスペース

七
野
郵
便
局
が
新
鵜
オ
ー
ブ
ン

　
国
道
二
五
ニ
ロ
5
と
県
道
と
の
父
差
点

付
近
に
あ
っ
た
上
野
郵
便
局
（
中
川
喜

一
局
長
）
が
、
上
野
小
学
校
の
北
側
に

新
築
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
局
舎
が
手
狭
に
な
っ
た
こ

と
や
、
国
道
の
交
差
点
改
良
工
事
が
予

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
5
、
現
在
の
場

所
に
移
転
し
た
も
の
で
、
木
造
平
屋
建

て
、
建
築
面
積
約
百
二
十
平
万
層
で
、

こ
れ
ま
で
の
約
二
倍
の
広
さ
が
あ
り
ま

す
。　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
、
駐
車
ス
ペ
ー

ス
確
保
も
十
分
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
分
で
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
も
充
実
し
、

こ
れ
ま
で
の
貯
金
の
払
い
戻
し
だ
け
で

な
＜
、
預
入
も
、
振
替
の
払
い
込
み
も

自
動
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
陽
あ
た
り
抜
群
の
新
局
全
ロ
に
、
ひ
な

た
ぽ
っ
こ
が
て
ら
出
か
け
て
み
る
の
も

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

花
の
ア
ー
ト
で
話
の
花
壱
…

　
四
月
二
十
二
日
（
日
）
川
西
町
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
、
第
二
回
花
の
ア

ー
ト
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
世
紀
か
わ
に
し
創
造
事

業
の
一
環
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
度
か
ら
「
花
の
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
す
る
こ
と
か
5
、
花
の
プ

ラ
ン
づ
く
り
や
実
際
の
花
づ
く
り
に
役

立
て
て
も
う
ら
お
う
と
、
三
回
シ
リ
ー

ズ
で
町
が
実
施
し
て
い
る
も
の
。

　
今
回
は
、
約
二
十
人
の
参
加
者
が
、

花
壇
や
家
の
前
、
畑
な
ど
思
い
思
い
の

場
所
に
、
ど
ん
な
花
を
ど
ん
な
形
で
配

置
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
を
実
際
に

略
図
に
か
い
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
、
講

師
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
間
で
は
「
花
の
プ
ラ
ン
は

な
か
な
か
進
ま
な
く
て
も
、
話
の
花
は

い
っ
ぱ
い
咲
い
た
」
と
か
…
。

　
役
場
開
発
課
で
は
、
　
「
講
習
会
に
は

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
今
か
ら

で
も
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
」
と
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

13．5．1・⑧

「あそこに、あれ植えようよ」

花のプランづくりは楽しい



完成した仙田体験交流館

仙
田
体
験
突
流
幽
お
披
国
目

　
中
仙
田
地
内
に
建
設
中
だ
っ
た
仙
田

体
験
交
流
館
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
四

月
十
四
日
（
土
）
と
十
五
日
（
日
）
の

二
日
間
、
『
般
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
仙
田
地
域
の
振
興
を

図
る
た
め
に
、
農
水
省
の
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
を
導
入
し
て
平
成
九
年

度
か
ら
約
九
億
円
を
か
け
て
進
め
て
き

た
事
業
の
中
核
と
な
る
も
の
で
す
。

　
交
流
館
は
、
木
造
平
屋
建
て
、
建
築

面
積
約
四
百
九
十
平
万
焼
で
、
体
験
工

房
、
調
理
実
習
室
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

ー
ル
、
大
小
の
会
議
室
等
か
ら
な
っ
て

い
て
、
建
築
費
は
約
一
億
四
千
五
百
万

円
、
木
組
廷
見
せ
る
吹
き
抜
け
構
造
や
、

障
子
を
多
く
用
い
た
採
光
な
ど
、
伝
統

的
民
家
の
問
取
り
や
特
徴
を
ふ
ん
だ
ん

に
取
り
入
れ
た
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
コ

　
目
態
子
に
訪
れ
た
参
加
者
の
ひ
と
り
は
、

「
各
部
屋
が
意
外
な
と
こ
ろ
で
つ
な
が

っ
て
い
た
り
し
て
、
ま
る
で
忍
者
屋
敷

の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
面
白
い
で
す
ね
」

と
感
想
斉
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
交
流
館
の
裏
手
に
は
、
九
百

六
十
六
立
万
焼
（
小
学
校
の
教
室
の
約

五
、
三
杯
分
）
も
の
雪
を
貯
め
る
こ
と

が
で
き
る
雪
室
あ
り
、
最
大
の
目
玉
と

な
っ
て
い
ま
す
。
雪
室
は
、
野
菜
や
コ

シ
ヒ
カ
リ
等
を
貯
蔵
す
る
ほ
か
、
体
験

交
流
館
の
雪
冷
房
の
機
能
も
果
た
し
ま

す
。
　
こ
の
施
設
の
管
理
運
営
は
、
仙
田
地

域
交
流
施
設
管
理
組
合
（
高
橋
幸
一
組

合
長
）
が
行
い
、
農
産
物
加
工
品
の
販

売
や
、
都
市
住
民
と
の
交
流
事
業
な
ど

を
実
施
ず
る
予
定
で
す
。

　
十
五
日
に
は
、
農
産
物
の
加
工
や
販

売
を
行
う
た
め
の
利
用
者
協
議
会
（
六

十
六
人
の
会
員
と
五
団
体
で
構
成
）
が

設
立
さ
れ
、
中
仙
田
の
小
林
勝
國
さ
ん

が
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
交
流
館
と
そ
の
周
辺
は
、
昨

年
八
月
に
道
の
駅
「
瀬
替
え
の
郷
せ
ん

だ
」
と
し
て
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
今

後
整
備
が
進
め
ら
れ
る
野
外
ス
テ
ー
ジ

．
な
ど
を
含
め
た
オ
ー
プ
ン
を
、
七
月
十明るい雰囲気の交流館内部

五
日
（
日
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
は
、
管
理
組
合
事
務
局
を
中
心
に
、

仙
田
地
区
の
若
い
人
た
ち
が
連
日
の
よ

う
に
集
ま
っ
て
練
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
の
か
、
今

か
ら
楽
し
み
で
す
ね
。

　
医
療
環
境
が
さ
ら
に
充
輿

　
十
日
町
市
で
開
業
し
て
い
た
富
田
医

院
が
、
川
西
町
上
新
井
地
内
（
発
電
所

通
り
西
）
に
、
医
療
法
人
、
社
団
富
田

医
院
と
し
て
移
転
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

　
駐
車
場
の
必
要
性
や
地
域
内
の
医
療

の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
現
在
の
場
所
へ
の
移

転
を
決
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
川
西
町
の
医
療
環

境
は
さ
ら
に
充
実
し
、
地
域
に
と
っ
て

も
朗
報
と
な
っ
て
い
ま
蔦

　
診
療
に
は
、
院
長
の
富
田
浩
氏
と
父

の
三
郎
氏
が
あ
た
5
れ
、
診
療
科
と
診

療
受
付
時
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
診
療
科

　
内
科
、
外
科
、
胃
腸
科
皮
膚
科
、

　
リ
パ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　
ほ
か
内
視
鏡
検
査
も
実
施

●
診
療
受
付
時
間

　
午
前
八
時
三
十
分
～
十
二
時
三
十
分

　
午
後
二
時
～
五
時
三
十
分

　
た
だ
し
、
木
曜
日
と
土
曜
日
は
、
十

　
二
時
三
十
分
ま
で

　
奮
六
一
i
O
二
〇
〇

TOP　I　CSまちの詣題丁OP　IC　STOPICSまちの話題TOPICS

　　ニコー9イブの予翼書誕生

　町の予算書というと、これまではカタい事務的なものが通常でしたが、今年

度あらたに、『まちの予算書』と題して、写真やイラストを交えた一般向けの

ものも作成しました。

　内容も、数字の羅列といった無味乾燥なものではな＜、事業内容や目的など

をわかりやすく文章化したものになっています。

　この予算書は、今後、各戸に回覧した後、集会施設や金融機関などに備え付

けておく予定ですが、希望者（町民）には残部数の範囲で、無償で分けてくれ

るようです。　（担当：総務課財政係）

　これを読めばあなたも、町の金庫番になれる、かも…。

　　灘　難
　霧

鑛

酬

わかりやすくまとめられたrまちの予算書』

川
西
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

　　　霧霧
鞭

　　　欝

　
灘職灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のホームページ開設

　川西町のホームページがこのほど開設されました。

　特集や、町のみどころ、町のくらしなどからなっていて、町外のひとか

らも、町内のひとからも楽しんで見ていただける内容になっています。結

構見ごたえがありますので、ぜひご覧ください。

　アドレスは以下のとおりでず。

　　http：／／www．town．kawanishi．niigata．jp
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川
西
町
行
政
改
革
大
綱
の
あ
ら
ま
し

　
　
　
　
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
川
西
町
行
政
改
革
大
綱
が
策
定
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
四
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
改
革
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
住
民
自
治
の
確
立
に
向
け
た

　
行
政
展
開

　
地
方
分
権
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
住
民
の
「
権
利
」
と
「
義
務
」
を
明

確
に
周
知
し
、
理
解
を
求
め
て
い
く
と

と
も
に
、
行
政
の
原
点
で
あ
る
「
住
民

自
治
の
確
立
」
を
中
心
に
据
え
、
住
民

自
ら
考
え
実
行
す
る
よ
う
な
事
業
展
開

等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
は
情
報
公
開
制
度
を
柱

に
、
各
種
情
報
を
正
確
か
つ
迅
速
に
お

知
ら
せ
し
、
開
か
れ
た
行
政
執
行
に
努

め
ま
す
。

政
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
で
き
る
組
織
や
機

構
に
見
直
し
し
ま
す
。

　
　
　
●

　
　
　
l

　
　
　
l

　
θ
㌔

　
量
響
　
　
職

　
し
　
　
邑

へ

ら
　
　
亀

へ

■
時
代
に
即
応
し
た
組
織
機
構

　
の
見
直
し

　
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
常
に
役
場
組
織
機
構
の
見
直
し

が
必
要
で
あ
り
、
時
代
に
即
応
し
た
組

織
に
再
編
成
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
役
場
の
課
等
内
部

組
織
の
み
な
ら
ず
、
保
育
所
施
設
の
統

廃
合
や
、
施
設
の
管
理
運
営
の
民
間
委

託
な
ど
に
よ
り
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図

り
な
が
ら
、
住
民
二
ー
ズ
に
あ
っ
た
行

　
ま
た
、
町
内
に
は
数
多
く
の
地
域
団

体
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
多
種
多
様

な
地
域
の
役
割
を
分
担
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
は
住
民
生
活
の
多
様

化
や
地
域
社
会
の
変
貌
か
ら
、
特
に
住

民
自
治
の
基
盤
で
あ
る
集
落
や
町
内
会

の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
分
権
型
社
会
の
中
で
健
全
な
住
民
自

治
を
保
持
す
る
た
め
に
も
、
各
種
地
域

団
体
の
自
立
・
自
主
的
活
動
の
展
開
を

尊
重
し
つ
つ
、
行
政
は
更
な
る
側
面
的

支
援
を
推
進
し
ま
す
。

■
定
員
管
理
の
適
正
化
と
職
員

　
教
育

　
変
革
の
時
代
に
あ
っ
て
、
行
政
需
要

は
ま
す
ま
す
多
様
化
か
つ
複
雑
化
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
限
ら
れ
た
職
員
で

住
民
二
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
町

で
は
、
今
後
さ
ら
に
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
な
が
ら
組
織
機
構
を
見
直
し
、
施
設

の
統
廃
合
、
事
務
の
I
T
化
、
業
務
の

民
間
委
託
等
を
計
画
的
に
実
施
し
、
適

正
な
定
員
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
地
方
分
権
が
ス
タ
ー
ト
し
、
自
治
体

経
営
も
競
争
の
時
代
で
す
。
限
ら
れ
た

職
員
で
増
大
す
る
一
方
の
行
政
需
要
に

対
処
す
る
た
め
、
職
員
間
研
修
、
職
員

の
自
己
研
修
制
度
の
確
立
や
、
人
事
交

流
（
県
と
町
、
民
間
と
町
、
市
町
村
間
）

を
実
施
し
、
政
策
形
成
能
力
や
問
題
解

決
能
力
の
向
上
な
ど
、
職
員
教
育
に
努

め
ま
す
。

　
行
政
改
革
は
、
計
画
内
容
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
進
行
管
理
が
最
も
大
切
で
す
。

　
改
革
の
実
施
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
こ
に
掲
載
し
た
内
容
は
ご

く
一
部
で
す
の
で
、
行
政
改
革
大
綱
の

全
文
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
役
場

総
務
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

る

＼
謡鷺
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昌
量
一
巳
り
匿
．
1
9
1
釦
－
”
隆
．
ー
一
躍
”
ー
．
騒
鳴
塵
．
l
－
1
．
曜
噂

ズ
ー
ム
ア
ツ
プ
役
場
醐

　
　
「
役
場
っ
て
な
ん
か
行
き
づ
ら
い
」

「
あ
ん
中
で
何
や
っ
て
ら
ん
だ
べ
」
そ

ん
な
声
に
少
し
お
答
え
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
？
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

新
年
度
ス
9
ー
ト
」

　　　　　　　葦

　　　　　　　　示

を受ける新採用職員　　る

一
一
、

三
、

四
、

四
月

日

か
ら

平
成
十

年
度
の　　　　　　　　、
町　　田ロ町長かり辞令書

　　緊張の一瞬！

　
こ
の
と
き

張
感
が
走
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
あ
る
職
員
は

よ
う
だ
っ
た
」

し
た
が
、

の
か
、

じ
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
…

　
き
つ
と

i
i
i
i
．
！
，
．
－
i
i
i
i
．
！
，
ノ
⑩

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
わ
っ
剛
0

て
住
民
と
ふ
れ
あ
っ
て
ほ
し
い
．
双

指
示
待
ち
を
す
る
の
で
は
な
く
、
一
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
a

自
ら
企
画
・
実
践
す
る
職
員
で
一
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

あ
っ
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　
　
一

年
功
序
列
の
時
代
は
終
わ
つ
た
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

も
の
と
自
覚
し
て
ほ
し
い
。
　
　
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
、
会
場
全
体
に
新
鮮
な
緊
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
「
ま
る
で
俺
の
こ
と
の
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
「
耳
が
痛
い
！
」
と
思
っ
た
一

　
「
我
が
意
を
得
た
り
！
」
と
感
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
、
両
方
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

の
業
務
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
役
場
で
は
、
午
前
九
時
か
ら
辞
令
交

一
付
式
が
行
わ
れ
、
新
採
用
職
員
を
は
じ

め
、
異
動
の
あ
っ
た
職
員
に
田
口
直
人

一
町
長
か
ら
辞
令
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
は
、
毎
年
年
度
当
初
に
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
職

一
務
と
組
織
の
あ
り
方
を
明
確
に
し
、
責

一
任
を
持
っ
て
行
動
す
る
役
場
職
員
の
自

一
覚
を
促
す
た
め
の
大
事
な
儀
式
で
す
。

　
　
こ
の
あ
と
、
全
職
員
に
対
し
て
町
長

｝
か
ら
次
の
よ
う
な
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
、
　
職
務
外
で
も
地
域
の
活
動
に
積

　
　
　
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

　
－
．
I
1
8
u
一
■
1
■
ー
o
璽
■
l
o
l
・
ー
噂
I
o
I
■
’
．
1
■
濫
．
1
6

緑
の
羽
偲
に
全
財
産
を
？

　
四
月
十
二
日
、
緑
の
羽
根
募
金
運
動

に
、
緑
の
少
年
団
（
上
野
小
学
校
五
、

六
年
生
）
が
役
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
「
お
願
い
し
ま
～
す
！
」
と
い
う
元

気
の
い
い
声
に
、
あ
り
っ
た
け
の
小
銭

を
箱
に
入
れ
る
職
員
も
い
ま
し
た
。

　
募
金
は
五
月
末
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。　募金活動に役場を訪れた緑の少年団駕　銭元で一動

￥

1
■
1
■
1
・
彗
6
1
■
1
■
1
9
ー
・
1
・
I
O
l
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塵
0
巳
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篭
●



龍
ら
・
孤
轟
ぞ
◎
訟
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
上

千
手
新
田
の
ム
ラ
ム
ラ

　
現
在
の
川
西
町
役
場
を
中
心
と
す
る

町
並
み
は
、
正
式
な
地
籍
に
載
っ
て
い

　
お
お
あ
ざ

る
大
字
が
細
か
く
入
り
組
ん
で
い
て
、

よ
そ
の
人
に
は
と
て
も
見
当
が
つ
か
な

い
。
だ
か
ら
、
通
俗
的
に
付
け
ら
れ
た

上
町
・
中
央
町
と
い
う
方
が
、
わ
か
り

や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
川
西

町
で
「
千
手
」
と
い
う
正
式
地
名
を
探

し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
い
る
人
が
、
ど
の
く
ら
い
あ
る

だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
千
手
新
田
」
に
つ
い

て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

　
明
治
二
十
二
年
に
町
村
制
が
施
行
さ

れ
て
、
は
じ
め
て
「
千
手
町
村
」
が
発

足
し
た
。
そ
し
て
、
チ
ョ
ン
マ
ゲ
時
代

（
近
世
）
の
旧
村
が
、
大
字
に
区
画
さ
れ

て
地
籍
に
登
載
さ
れ
た
。

　
ど
こ
の
村
々
で
も
、
古
い
ム
ラ
は
ひ

と
つ
に
ま
と
ま
っ
て
集
落
を
つ
く
っ
て

い
た
か
ら
、
大
字
と
し
て
呼
ば
れ
た
と

こ
ろ
で
昔
と
変
わ
り
が
出
て
く
る
わ
け

で
も
な
く
、
特
段
の
差
し
支
え
を
生
ず

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
い
わ
ゆ
る
千
手
の
中
央

地
域
で
は
、
ま
と
ま
っ
た
集
落
が
な
く

て
、
一
軒
一
軒
が
本
村
か
ら
て
ん
で
ん

ば
ら
ば
ら
に
出
て
き
て
、
勝
手
に
落
ち

着
い
た
と
い
う
ム
ラ
の
成
り
立
ち
を
見

（
第
一
回
）政
基

せ
て
い
た
。

　
現
在
の
県
道
が
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
水
利
が
な
い
の
で
田
ん
ぼ
を
開
く

こ
と
が
で
き
ず
、
灌
木
が
生
え
茂
っ
て

い
る
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
た
荒
野
で

あ
っ
た
。
そ
こ
へ
、
周
辺
の
ム
ラ
か
ら

個
人
的
に
出
て
き
た
人
た
ち
が
、
ま
ず

畑
を
ポ
チ
ポ
チ
掘
り
起
こ
し
て
、
家
を

建
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
西
の
山
す
そ
に
始
ま
っ
た
水
口
沢
か

ら
出
て
き
た
家
の
隣
に
、
沖
立
か
ら
あ

が
っ
た
も
の
が
家
を
作
っ
た
。
ま
た
上

新
井
か
ら
出
た
家
に
並
ん
で
、
中
屋
敷

の
二
、
三
男
が
居
付
い
た
。
そ
し
て
そ

の
一
軒
二
軒
の
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母

村
を
背
負
っ
て
一
本
立
ち
の
農
家
の
資

格
を
与
え
て
も
ら
っ
た
。

　
だ
か
ら
、
母
村
を
背
負
っ
て
の
立
場

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
明
治
の
新
村

編
成
の
際
に
そ
の
ま
ま
大
字
と
し
て
繰

　
　
　
　
　
　
　
　

繍
難
轟
r市」の名残りで道幅が広い千手の中心部

り
入
れ
ら
れ
、
た
と
い
隣
同
志
で
あ
っ

て
も
大
字
は
マ
チ
マ
チ
で
あ
る
と
い
う

結
果
を
招
い
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
作
っ
た

と
い
う
絵
図
が
残
っ
て
い
る
。

　
南
側
の
加
左
衛
門
川
（
東
善
寺
の
十

王
堂
傍
）
か
ら
、
北
は
三
昧
川
（
さ
ん

ま
い
が
わ
、
白
南
風
社
傍
）
ま
で
を
一

括
し
て
「
千
手
新
田
」
と
呼
び
、
次
の

村
々
に
所
属
す
る
家
が
ビ
ッ
シ
リ
と
道

の
両
側
に
軒
を
連
ね
て
い
る
。

白
河
領

同会
津
領

白
河
領

会
津
領

白
河
領

会
津
領

（
計
）

水
口
沢
か
ら

中
屋
敷
か
ら

上
新
井
か
ら

山
野
田
か
ら

沖
立
か
ら

東
善
寺
か
ら

宗
正
か
ら

出
身
不
明

七　　　　　　　　　　二三

八三一六一二九六〇

　
母
村
で
あ
る
村
々
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

庄
屋
が
い
て
全
体
を
ま
と
め
、
前
々
か

　
　
む
ら
ぎ

ら
の
村
極
め
を
守
っ
て
毎
日
の
生
活
が

続
け
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
ど
こ
ろ
の
話
で
な
く
、
右
に
掲

げ
た
よ
う
に
領
主
も
白
河
・
会
津
藩
と

別
々
で
あ
る
か
ら
、
と
て
も
ひ
と
つ
に

ま
と
め
て
扱
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
し
か
し
、
す
で
に
村
々
が
連
合
し
て

千
手
市
が
毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

真
ン
中
を
六
メ
ー
ト
ル
幅
の
広
い
道
路

が
走
っ
て
い
る
と
い
う
、
川
西
郷
一
番

の
街
区
で
あ
る
か
ら
、
行
政
区
分
の
話

は
別
と
し
て
、
便
宜
上
か
ら
千
手
新
田

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
た
。

元
町
は
本
町
か
？

　
千
手
の
中
央
街
区
と
同
じ
よ
う
に
、

県
道
沿
い
の
上
野
も
ま
た
、
西
の
山
す

そ
に
あ
っ
た
村
か
ら
出
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
千
手
の
入
り
組
ん
だ
大
字
と
は
違
っ

て
、
昔
は
上
野
村
役
場
が
あ
っ
た
し
、

学
校
・
郵
便
局
・
農
協
な
ど
が
あ
っ
た

り
す
る
の
で
、
「
大
字
上
野
は
こ
こ
で

あ
る
」
と
い
う
話
は
わ
か
り
や
す
い
。

　
し
か
し
、
旧
上
野
村
の
本
家
本
元
は

「
元
町
（
も
と
ま
ち
）
」
で
あ
る
。
西
の

山
す
そ
沿
い
に
、
す
で
に
中
世
の
こ
ろ

に
は
村
が
成
立
し
て
い
た
も
の
と
見
ら

れ
て
お
り
、
節
黒
城
に
は
南
北
朝
時
代

の
伝
承
が
あ
り
、
永
正
三
年
（
一
五
〇

六
）
の
上
野
氏
に
関
す
る
文
書
も
あ
る
。

　
ま
た
、
信
濃
川
西
岸
を
過
ぎ
る
道
は

市
川
通
り
と
も
善
光
寺
西
街
道
と
も
呼

ば
れ
て
、
信
州
と
結
ぶ
重
要
な
役
割
を

持
っ
て
い
た
。

　
い
ず
れ
も
、
現
在
の
元
町
に
直
接
つ

な
が
る
も
の
で
あ
る
。

　
大
昔
の
こ
と
、
稲
を
植
え
つ
け
る
の

は
、
谷
を
流
れ
て
く
る
沢
水
の
周
辺
で

は
じ
め
ら
れ
た
し
、
泥
深
い
湿
地
を
選

ん
で
行
わ
れ
た
。
水
路
を
掘
っ
て
水
を

引
き
、
開
田
を
進
め
る
の
は
、
ず
っ
と

後
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　
水
を
引
い
て
荒
野
を
開
き
、
や
が
て

新
し
い
村
づ
く
り
が
始
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ヤ
つ

　
仙
田
へ
向
か
う
現
国
道
の
傍
ら
に
農

て
　
　
つ
つ
み

庭
の
堤
が
あ
っ
た
。
明
治
三
十
五
年
ご

ろ
に
築
造
さ
れ
た
貯
水
池
で
あ
る
が
、

掘
削
工
事
の
折
り
に
近
世
の
住
居
跡
が

い
く
つ
も
出
た
と
語
ら
れ
て
い
る
し
、

現
在
の
上
野
で
は
、
十
一
軒
衆
が
草
分

け
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
も
元
町
か
ら
出
た
人
た
ち
で

あ
る
の
に
、
そ
の
後
の
発
展
が
新
し
い

上
野
に
集
中
し
た
た
め
か
、
母
村
の
呼

び
名
が
傍
ら
へ
寄
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

む
か
し
は
、
「
本
町
村
」
と
書
い
た
古

文
書
ま
で
あ
る
と
い
う
の
に
i
。

　
ち
な
み
に
、
大
字
上
野
の
地
番
に
は

甲
・
乙
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
甲
は
古

く
か
ら
の
上
野
村
（
上
野
・
元
町
）
で
、

乙
は
明
治
初
年
に
合
併
し
た
祖
師
村
の

分
、
昭
和
三
十
年
代
の
基
盤
整
備
で
で

き
た
新
区
画
は
甲
乙
な
し
で
あ
る
。
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臓
　
今
月
号
か
ら
、
「
お
ら
ム
ラ
の
話
」
一
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…
と
題
し
て
、
町
内
の
地
名
や
古
い
道
、
㎜

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
旧
跡
や
伝
説
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
由
㎜

…
来
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
…

●●●●●　●●●．●●●・●●●●●●●●●●・●●●●．●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
　●
●

…
文
化
財
保
護
の
分
野
に
長
年
携
わ
っ
て
…

…
こ
ら
れ
、
郷
土
史
研
究
の
一
線
で
ご
活
…

柵
躍
中
で
す
。

　
　
「
肩
の
凝
ら
な
い
身
近
な
話
に
し
た
…

柵
い
」
と
張
り
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
㎜
0

μ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

．
・
・
●
●
：
●
●
●
●
●
●
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．
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●
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●
●
●
●
●
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：
●
●
●
・

執
筆
者
の
上
村
㎜

政
基
さ
ん
は
、
…

『
川
西
町
史
』
㎜
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や
、
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数
藤
さ
ん
に
よ
講
②
祝
験
品
を
贈
る

田
ロ
町
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
る

数
藤
さ
ん
と
ひ
孫
さ
ん

・
膿

日（日）です投票日は

　
四
月
三
日
、
数
藤
寅
治
さ
ん
（
沖
立
）

に
上
寿
（
百
歳
）
の
お
祝
い
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
数
藤
さ
ん
は
、
明
治
三
十

四
年
四
月
三
日
の
お
生
ま
れ
で
、
町
の

長
寿
者
の
中
で
二
番
目
と
な
り
ま
す
。

町
で
上
寿
を
迎
え
る
男
性
は
、
数
藤
さ

ん
が
初
め
て
と
な
り
ま
し
た
。

　
九
十
六
歳
ま
で
続
け
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
は
、
数
藤
さ
ん
の
元
気
の
源
。
何
よ

り
も
大
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
、
数
々
の

賞
状
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

お
顔
に
も
つ
や
が
あ
り
、
と
て
も
お
元

気
で
す
。
食
事
も
一
人
で
何
で
も
食
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
擁

新
し
ゆ
火
葬
場
見
学

　
　
　
　
　
ご
希
望
の
方
へ

　
触
媒
装
置
を
採
用
し
、
無
煙
、
無
臭
、

無
塵
化
を
図
る
な
ど
、
公
害
に
配
慮
し
、

最
新
技
術
を
備
え
た
新
し
い
火
葬
場

「
十
日
町
地
域
斎
場
」
が
4
月
1
日
に

開
場
し
ま
し
た
。

　
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
見
学
す
る
日
は
利
用
者
の
少

な
い
「
友
引
」
の
日
に
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
連
絡
先

　
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合

　
奮
5
2
1
3
9
2
4

　
十
日
町
地
域
斎
場

　
盈
5
7
－
5
2
1
3

（
へ
《
嘉
鍛
傷

　
》

　
ぐ＾
（
4

〆
〆

〆駆3“、㌧、、、、、ザ

る
こ
と
が
で
き
、
毎
週
通
っ
て
い
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
入
浴
を
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
数
藤
さ
ん
の
お
宅
は
、
六
人
家
族
。

お
じ
ゃ
ま
し
た
と
き
は
、
今
年
小
学
一

年
生
に
な
っ
た
ひ
孫
さ
ん
が
ベ
ッ
ド
を

起
こ
し
て
あ
げ
る
、
ほ
ほ
笑
ま
し
い
姿

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

／
。アー鍔3

7、日　　時　　6目3日（日）午後2時～

2、場　　所　　未定（参加者へ後日通知します）

3、内　　容　　パンギンヴバスケツト作製（お持ち帰りできますll）

4、募集人員　　先着10人程度

5、参加費・準備品　　7人　7，000円・軍手、…Fスコヅブ

6、申し込み　　役場開発課　盈68－3”7（内線3H）

7、老の他　第7回～2回においてすでに申し込みをされている方

　　　　　　　　は申し込みは不曹です。

新
し
い
干
手
温
泉
は
、
ど
ん
な
建
物
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
事
現
場
か
5
の
報
告
齪

　
長
い
冬
の
間
、
雪
に
覆
わ
れ
た
地
面

か
ら
様
々
な
生
命
の
息
吹
が
一
斉
に
吹

き
だ
し
て
、
待
ち
焦
が
れ
た
春
が
訪
れ

ま
し
た
。
現
場
の
片
隅
に
も
、
つ
く
し

が
た
く
さ
ん
顔
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
現
場
で
は
地
下
機
械
室
の
床

が
、
一
階
ま
で
建
ち
上
が
っ
て
き
ま
し

た
。
同
時
に
、
平
屋
建
て
部
分
の
基
礎

工
事
も
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
部
分
の

基
礎
は
、
約
六
メ
ー
ト
ル
の
鋼
管
杭
を

打
ち
込
み
、
建
物
の
荷
重
を
地
下
の
安

定
し
た
地
盤
に
伝
え
て
支
え
ま
す
。
今

回
使
用
す
る
杭
は
、
先
端
に
羽
（
ス
ク

リ
ュ
ー
）
が
付
い
て
い
る
も
の
を
地
面

に
ね
じ
込
ん
で
い
く
方
式
で
、
で
き
る

だ
け
振
動
や
騒
音
が
出
な
い
工
法
を
選

ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
鵬
難
難

機械室の基礎工事

　
工
事
中
に
は
、
大
型
車
両
の
出
入
り

や
多
少
の
振
動
な
ど
で
近
隣
の
皆
様
方

に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
の
上
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
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工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杭

　
現
場
の
粘
土
か
ら
、
焼
き
物
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　
赤
谷
に
お
住
ま
い
の
藤
井
さ
ん
が
現

場
の
粘
土
を
持
ち
帰
り
作
ら
れ
た
作
品

建物
地面
　▼

地下室 杭レ
安定した

地盤
　　▼

で
す
。

　
粕
薬
の
か
か
っ
て
い
な
い
部
分
は
、

と
て
も
温
か
い
土
の
色
と
な
っ
て
い
ま

す
。

工事現場の粘土から生まれた焼物
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
虹
の
会
』

で
は
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
の
た
め

に
、
毎
月
『
広
報
か
わ
に
し
』
を
テ
ー

プ
に
吹
き
込
み
、
聴
い
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
ご
自
宅
で
長
期
療
養
さ
れ
て
い
る
方

や
興
味
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
申
し
込
み
先
　
社
会
福
祉
協
議
会
・

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
虹
の
会
』

盈
6
8
1
4
6
4
7

霧谷埋立処分場の開場と持ち込みについてのお願い

　一般廃棄物最終処分場霧谷埋立地は、5月14日（月〉から開場します。

　搬入路は、町道田中藤沢線（通称長福寺沢線〉になります。

　国道252号線越ケ沢トンネル（中仙田〉を超えてからの林道経由は、今年

度中は工事のためr全面交通止』になります。

　霧谷処分場は、一般廃棄物の最終処分場です。ごみの分別（資源物）を

徹底し、可燃物や産業廃棄物は絶対に持ち込みをしないでください。

新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム
管
理
事
務
所
が

　
　
　
　
　
　
開
設
さ
れ
ま
し
た

　
新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
4
月
2
9
日
に

行
わ
れ
る
「
2
1
世
紀
記
念
事
業
」
を
か

わ
き
り
に
、
2
0
0
2
年
6
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ

ー
大
会
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

は
じ
め
と
し
て
、
県
民
の
皆
様
に
親
し

ま
れ
る
施
設
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
見
学
の
利
用
に
つ
い
て

　
①
5
月
2
日
（
水
）
か
ら
自
由
見
学

　
開
始
（
予
約
不
要
　
午
前
9
時
3
0
分

　
～
午
後
4
時
）

　
②
5
月
9
日
か
ら
案
内
付
見
学
開
始

　
（
要
予
約
、
原
則
と
し
て
1
0
人
以
上

　
団
体
が
対
象
、
1
日
4
回
、
火
～
金

　
曜
実
施
）

　
※
詳
し
く
は
、
管
理
事
務
所
庶
務
課

　
（
奮
0
2
5
1
2
8
7
1
8
8
1
1
）

　
へ
。
ま
た
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

　
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

◆
大
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
利
用
予
約

　
窓
口
に
つ
い
て
は
、
土
木
部
都
市
局

　
都
市
政
策
課
（
⑤
0
2
5
1
2
8
5

　
1
5
5
1
1
（
内
線
3
3
2
6
・
3

　
3
3
5
）
へ
。

国
口
圏
6
月
1
6
日
（
土
）
・
2
3
日

　
　
（
土
）
・
3
0
日
（
土
）
午
後
2
時
～

園
小
千
谷
市
民
会
館

圃
新
潟
大
学
　
田
村
　
裕
氏

團
　
「
中
世
越
後
の
世
界
」

申
し
込
み
　
公
民
館
な
ど
に
あ
る
申
し

込
み
用
紙
に
よ
り
、
6
月
8
日
（
金
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
新
潟
県
立
生
涯
学
習
推

進
セ
ン
タ
ー
奮
0
2
5
1
2
8
4
1
6

1
1
0
へ
。

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト
に

　
　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

　
n
月
3
日
に
、
白
倉
交
流
セ
ン
タ
ー

キ
ャ
ン
パ
ス
白
倉
（
旧
白
倉
小
学
校
）

で
実
施
さ
れ
る
白
倉
自
慢
会
に
、
あ
な

た
も
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
を
出
品
し
ま

せ
ん
か
？
　
豪
華
賞
品
も
あ
り
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
先
着
5
0
人
の
方
に
無
料
で
苗

を
お
分
け
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
5
月
1
5
日
（
火
）
ま
で
に
次
の
と
こ

ろ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
先
　
小
白
倉
　
田
中
　
英
己

　
　
　
　
　
　
　
（
盈
6
9
－
2
5
5
9
）

斜
理
謡
し
お
㊥
響

●
と
　
き
　
5
月
2
5
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
30
分
～

●
内
容
「
お
も
て
な
し
弁
当
」

●
と
こ
ろ
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

　
所
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
「
え
ぶ
ろ

　
ん
」

●
定
員
　
　
1
8
人
（
申
し
込
み
者
多

　
数
の
場
合
抽
選
）

●
参
加
費
　
　
一
、
○
○
○
円

●
持
ち
物
　
　
エ
プ
ロ
ン

※
申
し
込
み
は
、
東
北
電
力
㈱
十
日
町

営
業
所
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
（
君
5

2
1

3
1
0
7
）
へ
。

「
人
材
バ
ン
ク
事
業
の
ご
利
用
を
」

　
近
年
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
に
対

す
る
要
求
や
関
心
は
、
ま
す
ま
す
多
様

化
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
要

求
を
満
た
す
た
め
に
、
特
技
・
知
識
を

お
持
ち
の
方
々
か
ら
「
生
涯
学
習
人
材

バ
ン
ク
」
に
指
導
者
と
し
て
登
録
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
登
録
者
は
現
在
八
十

人
ほ
ど
で
、
派
遣
先
で
あ
る
小
・
中
学

校
な
ど
で
は
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
指
導
者
の
皆
さ
ん
は
、
公
民
館
講
座

な
ど
で
取
得
し
た
技
術
や
、
い
ま
ま
で

経
験
さ
れ
て
き
た
知
識
を
子
供
た
ち
に

伝
え
る
、
い
わ
ば
地
域
へ
の
還
元
者
と

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

派
遣
は
、
子
供
だ
け
で
な
く
一
般
の

方
々
で
5
人
以
上
仲
間
が
ま
と
ま
れ
ば
、

学
習
し
た
い
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
指
導

者
を
紹
介
し
ま
す
。

　
身
近
な
こ
と
か
ら
学
習
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

初級ワープロ教室のようす

「
女
性
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
」

▼
と
き
　
5
月
1
7
日
（
木
）
午
後
7
時

30
分
▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館
▼
内
容

「
肌
の
老
化
を
ふ
せ
ぐ
に
は
」
▼
講

師
　
美
容
部
員
　
田
中
レ
イ
子
氏

▼
と
き
　
6
月
1
2
日
（
金
）
午
後
7
時

30
分
▼
と
こ
ろ
　
総
合
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
「
自
立
し
た
老
後
を
生
き
る
に
は
」

▼
講
師
　
十
日
町
服
飾
専
門
学
校

田
村
恭
子
氏

▼
と
き
　
7
月
8
日
（
日
）
午
後
1
時

30
分
▼
と
こ
ろ
　
総
合
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
「
郷
土
料
理
を
と
お
し
て
食
文
化
を

考
え
る
」
▼
講
師
　
郷
土
料
理
研
究
会

▼
と
き
　
8
月
上
旬
　
午
後
7
時
3
0
分

▼
と
こ
ろ
　
総
合
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

「
女
性
で
元
気
な
農
村
づ
く
り
」
▼
講

師
町
職
員

▼
と
き
　
1
0
月
上
旬
　
午
後
7
時
3
0
分

▼
と
こ
ろ
　
総
合
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

「
女
性
の
社
会
参
画
を
考
え
る
」
▼
講

師
議
会
議
員

人
材
バ
ン
ク
、
女
性
セ
ミ
ナ
ー
の
申
し
0

込
み
は
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ
。
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

魯
6
8
1
2
1
6
7
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬



〈
地
域
検
討
会
議
の
よ
う
す

2003年大地の芸術祭に向け

r地域検討会議」で
　　話し合いました

箇偏
圓

　大地の芸術祭「越後妻有アートトリエンナーレ2000」が閉幕して半年、さまざまな評価が

されていますが、早くも2003年の開幕に向けて住民有志の方々に集まっていただき、検討会

を開催しました。

　これは、昨年の反省点として「行政主導で物事が決定され、住民の意見が反映されていな

い」という多くの方々からのご意見をもとに、第2回の芸術祭はより多くの住民の方々から

積極的に企画作りに参画してもらいたいということで、里創プラン推進協議会で広く参加を

呼びかけ「地域検討会議」という名で開催しました。

　圏域の住民をはじめ、近隣市町村や新潟市、上越市などの方からも参加していただき、総

勢70人以上の方々と総合コーディネーターの北川フラム氏で熱い議論をいただいています。

　地域検討会は全部で4回開催され、いろいろなアイデアを出していただきました。ここで

まとめられた具体的な提案を生かしながら、今後の企画実施を進めていきます。

　地域検討会以外でも、郵送やEメール（t－kouiki＠mai1．tiara．or．jp）などで、より多く

の方々からご意見をお寄せいただき、第2回の大地の芸術祭を成功させたいと考えています。

大
地
の
芸
術
祭
の
記
録
集
を
発
刊

　
昨
年
七
月
二
十
日
か
ら
九
月
十
日
ま

で
開
催
さ
れ
た
大
地
の
芸
術
祭
の
記
録

集
「
大
地
の
芸
術
祭
　
妻
有
ア
ー
ト
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
0
」
が
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
全
作
品
の
写
真
な
ど
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
記
録
、

ア
！
テ
ィ
ス
ト
や
地
域
住
民
な
ど
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
変
形
A
4
サ
イ
ズ
で
全
三
四
三
ぺ

ー
ジ
で
す
。

　
価
格
は
税
込
み
で
五
、
〇
四
〇
円
。

十
日
町
地
域
六
市
町
村
の
書
店
で
あ

れ
ば
、
発
売
元
の
「
現
代
企
画
室
」
と

書
籍
名
『
大
地
の
芸
術
祭
　
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
0
』
を
言

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
取
り
寄
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

13・5・10⑭

薦

聯

　
昨
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
大
地
の
芸
術
祭
が
、
「
第
五
回

ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
」
総
務
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
全
国
日
刊
紙
五
十
八
紙
と

財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
主

催
し
て
い
る
も
の
で
、
数
あ
る
地
域
づ

く
り
表
彰
の
中
で
も
最
も
権
威
あ
る
賞

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
四
月
十
六
日
（
月
）
に
、
東
京
都
内

で
授
賞
式
が
あ
り
、
大
地
の
芸
術
祭
実

行
委
員
会
を
代
表
し
て
本
田
欣
二
郎
十

日
町
市
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
の
中
か
ら
、
全
国
の
都
道
府
県
な
ど

か
ら
推
薦
さ
れ
た
百
八
十
三
点
が
審
査

の
対
象
と
な
り
、
こ
の
中
か
ら
、
大
地

の
芸
術
祭
が
最
高
賞
の
総
務
大
臣
賞
に

輝
い
た
も
の
で
、
新
潟
県
内
で
は
初
め

て
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　
大
地
の
芸
術
祭
は
、
自
然
に
囲
ま
れ

た
地
域
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
ア
ー

ト
を
切
り
口
と
し
て
地
域
の
魅
力
を
引

き
出
し
た
こ
と
や
、
約
八
百
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
「
こ
へ
び
隊
」
が
活
動

す
る
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
の
多
様
性
と
可

能
性
を
示
す
モ
デ
ル
と
し
て
高
い
評
価

受
け
ま
し
た
。

　
選
考
委
員
長
で
環
境
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

泉
真
也
さ
ん
は
「
地
域
が
ダ
イ
レ
ク
ト

に
世
界
と
交
流
す
る
未
来
型
の
イ
ベ
ン

ト
で
あ
り
、
行
政
、
個
人
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
の
協
働
が
好
ま
し
く
、
今
後

も
継
続
し
て
ほ
し
い
。
」
と
講
評
し
ま
し

た
。
　
こ
れ
ま
で
、
世
界
で
こ
れ
ほ
ど
の
規

模
で
野
外
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
た
の
は

初
め
て
で
、
先
例
の
な
い
中
で
実
施
し

た
国
際
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
高
く
評
価
を

受
け
た
こ
と
は
、
第
二
回
以
降
の
大
地

の
芸
術
祭
の
進
め
方
に
も
大
き
な
弾
み

が
つ
き
そ
う
で
す
。

片
山
総
務
大
臣
か
ら
表
彰
を
受
け
る
本

田
十
日
町
市
長
と
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん



　
　
　
　
　
　
　
　
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

福
祉
に

　
南
雲
　
正
夫
（
中
仙
田
）
三
万
円

　
南
雲
　
洋
一
（
寺
尾
）
　
五
万
円

　
　
　
善

ノ
智
f
〉
、
ノ
◎
’
〉
㍉
魯
〆
〉
〉
、
ノ
ア
』

ロ
■
訂
正
し
ま
す
■
□

　
四
月
十
日
号
本
紙
「
戸
籍
の
窓
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る
」
欄
の
星
名

一
正
さ
ん
の
年
齢
「
8
7
」
が
「
7
3
」
に
、

ま
た
、
「
消
防
功
労
者
表
彰
を
受
賞
」

さ
れ
た
清
水
善
三
さ
ん
の
年
齢
「
7
0
」

が
「
6
0
」
に
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

ノ
◎
’
㍉
魯
〆
、
ノ
量
’
〉
〉
、
ノ
量
’
、
ノ
ア
〉
も

●
い
2
ぶ
く
し
5
ぜ
の
●

　
春
が
来
た
。

　
三
月
十
日
に
二
七
八
㎝
の
最
高
積
雪

と
な
っ
た
雪
が
、
約
一
か
月
半
か
け
て

水
に
な
っ
た
。

　
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
、
梅
も
桜
も
一

斉
に
花
ほ
こ
ろ
び
、
ブ
ナ
の
芽
吹
き
を

合
図
に
山
々
が
目
覚
め
て
い
く
…
。

　
四
季
の
移
ろ
い
を
超
え
る
こ
の
劇
的

変
化
は
、
雪
国
、
そ
れ
も
豪
雪
地
で
な

け
れ
ば
味
わ
え
な
い
春
の
爆
発
力
だ
。

　
何
十
回
経
験
し
て
も
、
こ
の
感
動
は

毎
年
新
鮮
で
色
あ
せ
な
い
。

　
山
菜
、
ま
つ
り
、
農
作
業
、
森
林
浴

音
楽
浴
…
五
感
を
フ
ル
動
員
し
て
楽
し

む
メ
ニ
ュ
ー
も
、
て
ん
こ
盛
り
だ
。

　
お
ら
ほ
の
春
は
い
い
。

槻ζ

小
わ
じ
畔
壇

高
崎
正
風
選

　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦

白
梅
の
香
に
澄
む
朝
の
心
か
な

人
日
や
紅
き
椿
に
雨
上
る

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑

大
雪
の
妻
有
の
里
も
花
便
り

豪
雪
に
花
の
大
き
な
枝
折
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条

春
耕
や
武
州
の
藍
の
野
良
緋

藍
蔵
の
扉
開
か
れ
花
の
風

撫
若
葉
寺
領
の
句
碑
に
風
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

日
溜
り
の
中
に
輝
き
福
寿
草

雨
上
る
木
々
の
葉
光
り
初
燕

　
　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
澤
　
澄
代

山
ひ
だ
に
は
り
つ
く
ご
と
く
独
活
芽
掘
る

対
岸
の
朧
の
中
の
機
の
町

　
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

真
青
の
空
に
富
士
浮
く
木
の
芽
か
な

生
き
甲
斐
の
野
菜
作
り
や
下
萌
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ク

吉
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
品
ハ
ッ
ェ

雪
割
れ
ば
草
の
息
吹
き
の
あ
き
ら
か
に

綱
引
き
に
負
け
し
如
く
に
風
邪
移
る

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

か
す
か
な
る
風
に
も
吹
雪
く
桜
か
な

石
楠
花
の
大
輪
三
つ
写
真
撮
る

　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

昨
日
よ
り
今
日
の
深
さ
に
春
の
山

雪
解
け
や
狭
き
よ
り
出
す
耕
転
機

　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

畔
を
焼
く
火
頭
見
え
ぬ
日
和
か
な

若
葉
山
三
十
五
戸
の
村
包
む

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

寺
が
見
え
学
校
が
見
え
山
桜

草
引
い
て
農
も
捨
て
ざ
る
老
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

種
蒔
の
日
和
よ
き
日
や
農
初
め

草
の
芽
を
濡
ら
し
て
雨
の
こ
ま
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

鍬
洗
う
束
子
も
す
で
に
夕
朧

ほ
ど
ほ
ど
に
生
き
て
春
眠
許
さ
れ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

花
散
っ
て
出
店
の
主
大
あ
く
び

児
の
手
よ
り
蝸
料
の
つ
る
ん
と
逃
げ
ゆ
き
し

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

畑
打
て
ば
何
作
る
か
と
人
の
問
う

名
草
の
芽
雑
草
の
芽
も
う
い
う
い
し

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

豊
作
を
念
じ
今
年
の
種
お
ろ
す

花
の
雨
水
輪
重
さ
な
り
流
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

　
　
寸
　
　
　
感
　
　
　
　
　
正
　
風

・
春
耕
や
　
　
武
州
（
武
蔵
）
の
藍
染
め

の
野
良
着
ー
い
か
に
も
き
つ
り
と
、
す

が
す
が
し
い
い
で
だ
ち
が
想
像
さ
れ
る
。

・
雪
解
け
や
1
越
冬
の
も
の
を
仕
舞
い

込
ん
で
手
狭
と
な
っ
て
い
る
納
屋
か
ら
出

す
耕
運
機
ー
－
雪
の
消
え
た
喜
び
と
、
こ

れ
か
ら
の
農
繁
期
へ
の
気
構
え
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

・
豪
雪
に
！
大
雪
に
よ
っ
て
大
切
な
桜

を
折
ら
れ
て
し
ま
っ
た
作
者
の
「
や
は
い

や
は
い
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

O休日救急医

5月13日　本町クリニック（本町〉

　　　　　曾50－1160

　20日　川西町診療所（高原田〉

　　　　　⑤68－2034

　　“　上村病院（中里村）

　　　　　奮63－2111

　27日　大坪医院（四日町新田）

　　　　　奮57－6100
6月　3日　小林内科医院（中条中町〉

　　　　　奮52－7155

　　10日　山口医院（袋町）

　　　　　⑤52－2174

　　〃　津南病院（津南町）

　　　　　⑤65－3161

骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て
③

～
運
動
で
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
よ
う
～

　
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
に
は
、
前
回

の
食
事
、
特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
積
極
的

に
摂
る
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
そ
れ
と

並
ん
で
運
動
も
大
切
な
予
防
の
柱
と
言

わ
れ
ま
す
。
骨
は
適
度
な
運
動
に
よ
つ

て
、
刺
激
を
受
け
る
と
、
骨
の
形
成
が

盛
ん
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
運
動
す

る
こ
と
で
、
骨
に
小
さ
な
傷
が
で
き
、

そ
こ
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
か
さ
ぶ
た
の
よ

う
に
く
っ
つ
い
て
骨
が
強
く
な
る
。
そ

ん
な
風
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
っ
て
も

良
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
蓄
積
さ
れ
、
丈
夫

な
骨
に
な
る
の
で
す
。
運
動
す
る
人
と

し
な
い
人
で
は
、
骨
の
密
度
に
大
き
な

差
が
つ
き
ま
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た
め
の
運
動

に
は
、
肺
や
心
臓
な
ど
の
循
環
器
系
の

機
能
を
よ
く
す
る
た
め
の
運
動
と
は
違

う
の
で
、
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
は
必
要
あ

骨
に
重
力
を
か
け
る
運
動
が
適
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
初
歩
的
に
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
な
ど
、
平
ら
な
と
こ
ろ
を
歩
く
こ
と
。

足
に
体
重
が
よ
く
か
か
る
よ
う
に
、
大

股
で
歩
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
更

に
、
階
段
の
登
り
降
り
、
リ
ユ
ッ
ク
に

荷
物
を
入
れ
て
背
負
っ
て
歩
く
、
テ
ニ

ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
縄
跳
び
な
ど
重

力
の
か
か
る
ス
ポ
ー
ツ
で
体
を
動
か
す

り
ま
せ
ん
。
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
に
は
、
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率

こ
と
も
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
た
だ

し
、
急
に
激
し
い
運
動
は
し
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
効
果
的
に
運
動
を

行
う
た
め
に
、
規
則
正
し
く
行
う
こ
と
。

全
身
運
動
を
行
う
こ
と
。
戸
外
で
日
光

を
あ
び
な
が
ら
運
動
を
行
う
こ
と
で
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
良
く
す
る
た
め

の
ビ
タ
ミ
ン
D
が
体
内
で
つ
く
ら
れ
る

こ
と
を
助
け
ま
す
。

　
70
歳
の
高
齢
者
で
も
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
し
て
い
る
人
の
骨
量
は
増
加
し
て

い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
若

い
う
ち
か
ら
丈
夫
な
骨
を
作
る
と
共
に
、

高
齢
に
な
っ
て
も
運
動
を
し
、
折
れ
に

く
い
骨
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
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5月27日（日）織83開演

■お問い合せ　励257．68．3111（川西町観光協会）

・・日　　　　　浩　や弘男人人人敏，1届子秋美之美之子男紀子志か一一一一一一

輯沖闘根纏に寺仁趨寺
　一立町町深野敷　尾田園脇兼尾
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（
6
月
号
は
干
手
小
学
校
で
す
）
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▲r飲もう牛乳ボーン強化」

　2年生内山雅隆くん

▲r酸性雨のこと考えて…」

2年生平野実穂子さん

艦
瓢
磐響

▲r線による構成」

3年生星名絵里子さん

　　　戦、ダー

　　　一プ弩鳳
▲「二点透視による構成

3年生村山裕美さん

▲r一点透視による構成」

3年生藤巻佳織さん

▲r残そう　この風景」

2年生小川翔子さん

と
り
　
、
、

・竃

　　灘

▲rとりもどそう青い空」

2年生登坂泰子さん

ち
い
1讐

なも

9’1羅
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